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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第106期

第３四半期
連結累計期間

第107期
第３四半期
連結累計期間

第106期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （百万円） 25,644 25,384 35,219

経常利益 （百万円） 997 805 1,794

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純利益

（百万円） 685 561 1,227

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 779 1,157 1,448

純資産額 （百万円） 21,921 23,415 22,589

総資産額 （百万円） 35,871 38,679 36,803

１株当たり四半期（当期）純利益金
額

（円） 207.13 169.85 371.20

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 61.1 60.5 61.4

 

 
回次

第106期
第３四半期
連結会計期間

第107期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

自　2023年10月１日
至　2023年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 105.40 105.59

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　当第１四半期連結会計期間から表示方法の変更を、当第３四半期連結会計期間から会計方針の変更をそれぞ

れ行っており、前第３四半期連結累計期間および前連結会計年度の主要な経営指標等については、これらの

変更の内容を反映させた組替後の数値を記載しております。

なお、表示方法の変更の内容については「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項　（追加

情報）(表示方法の変更)」に、会計方針の変更については「同　（会計方針の変更）(鉄道輸送用コンテナ

売却の計上方法の変更)」にそれぞれ記載しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。

　なお、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に関する行動制限が撤廃され、緩

やかな回復傾向にありますが、中国をはじめ海外経済の下振れリスクや物価高騰の影響等もあり、先行きは不透明

な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業環境につきましても、エネルギー価格や原材料価格の高騰に加え、物流業界の2024年問題に

よる一層の乗務員不足が懸念されるなど、引き続き厳しい状況にあります。

　このような状況のもと、当社グループは、中期経営計画（2021年度～2023年度）の達成に向け、安全・安定輸送

を継続しつつ、基盤事業における収益の維持・確保や生産性向上、成長事業における収益力向上、脱炭素社会に向

けた輸送需要への対応等に取り組みました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は25,384百万円（前年同期比1.0％減）となりました。ま

た、人件費や修繕費等の経費が増加したため、営業利益は610百万円（同23.7％減）、経常利益は805百万円（同

19.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は561百万円（同18.0％減）となりました。

　セグメント別の概況は、次のとおりであります。

 

（石油輸送事業）

　主要顧客の運賃見直しや鉄道タンク車使用料の改定に加え、自動車輸送における需要増等により、売上高は

11,684百万円（前年同期比3.6％増）となりました。また、利益面においては人件費等は増加いたしましたが、売

上高の増加等により、セグメント利益は287百万円（同206.6％増）となりました。

 

（高圧ガス輸送事業）

　ＬＮＧ輸送において鉄道輸送の終了等がありましたが、他高圧ガス輸送における他社事業の譲受等による増収も

あり、売上高は6,347百万円（前年同期比0.5％増）となりました。一方、利益面においては人件費や修繕費等の経

費の増加により、166百万円のセグメント損失（前年同期は68百万円のセグメント損失）となりました。

 

（化成品・コンテナ輸送事業）

　化成品輸送においては、海外経済の減速等の影響により国内外の輸送需要が低迷したため、売上高は減少いたし

ました。

　コンテナ輸送においては、北海道地区における野菜類の生育不良がありましたが、昨年度発生した自然災害によ

る影響の反動等により、前年並みの売上高となりました。

　この結果、当事業における売上高は6,897百万円（前年同期比9.9％減）、セグメント利益は224百万円（同

59.1％減）となりました。

 

（資産運用事業）

　太陽光発電事業において銅線ケーブルの盗難による影響を受けたものの、不動産事業において物件の売却による

増収があり、売上高は454百万円（前年同期比15.8％増）、セグメント利益は264百万円（同16.9％増）となりまし

た。
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(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は38,679百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,875百万円増加いたし

ました。

　流動資産は11,049百万円となり、前連結会計年度末に比べ82百万円減少いたしました。これは受取手形、売掛金

及び契約資産やその他に含まれる未収入金等が増加したものの、現金及び預金が減少したことによるものでありま

す。固定資産は27,629百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,957百万円増加いたしました。これは主に有形固

定資産で減価償却が進捗したものの、リース資産の取得および投資有価証券が時価変動により増加したことによる

ものであります。

　負債は15,263百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,049百万円増加いたしました。これは設備投資をリース

により調達したことからリース債務が増加したことに加え、固定資産の設備投資により未払金が増加したことによ

るものであります。純資産は23,415百万円となり、前連結会計年度末に比べ825百万円増加いたしました。これは

配当金支払による減少はあったものの、時価評価によるその他有価証券評価差額金が増加したことと、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が増加したことによるものであります。これらの結果、自己資本

比率は前連結会計年度末と比べ0.9ポイント減少し、60.5％となりました。

 

(3）事業上および財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,322,935 3,322,935
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数は100株です。

計 3,322,935 3,322,935 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 3,322,935 － 1,661 － 290

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿により記載しておりま

す。

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 12,700

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,292,900 32,929 －

単元未満株式 普通株式 17,335 － －

発行済株式総数  3,322,935 － －

総株主の議決権  － 32,929 －

（注）１　証券保管振替機構名義の株式410株は「完全議決権株式（その他）」に400株（議決権４個）および「単元未

満株式」に10株含めて記載しております。

２　「単元未満株式」には当社保有の自己株式62株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日本石油輸送株式会社

東京都品川区大崎

１－11－１
12,700 － 12,700 0.38

計 － 12,700 － 12,700 0.38

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年（平成19

年）内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023

年12月31日まで）および第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,456 5,829

受取手形、売掛金及び契約資産 3,823 3,954

その他 852 1,264

流動資産合計 11,131 11,049

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 2,820 2,607

コンテナ（純額） 1,852 2,038

土地 5,723 5,723

リース資産（純額） 6,254 7,219

その他（純額） 2,378 2,492

有形固定資産合計 19,029 20,081

無形固定資産   

ソフトウエア 118 219

その他 180 125

無形固定資産合計 298 344

投資その他の資産   

投資有価証券 5,080 5,946

退職給付に係る資産 69 31

その他 1,193 1,225

投資その他の資産合計 6,343 7,203

固定資産合計 25,672 27,629

資産合計 36,803 38,679

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,745 1,822

短期借入金 ※ 424 ※ 306

未払法人税等 388 74

賞与引当金 858 419

役員賞与引当金 98 91

その他 3,374 4,058

流動負債合計 6,888 6,773

固定負債   

リース債務 4,347 5,163

修繕引当金 298 339

退職給付に係る負債 1,846 1,848

その他 833 1,138

固定負債合計 7,325 8,490

負債合計 14,214 15,263
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,661 1,661

資本剰余金 290 290

利益剰余金 19,629 19,860

自己株式 △37 △37

株主資本合計 21,544 21,774

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,151 1,721

繰延ヘッジ損益 △0 △4

退職給付に係る調整累計額 △105 △75

その他の包括利益累計額合計 1,045 1,640

純資産合計 22,589 23,415

負債純資産合計 36,803 38,679
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 25,644 25,384

売上原価 23,197 23,012

売上総利益 2,447 2,372

販売費及び一般管理費 1,647 1,762

営業利益 799 610

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 157 176

固定資産売却益 ※１ 24 ※１ 32

持分法による投資利益 37 29

雑収入 65 74

営業外収益合計 285 312

営業外費用   

支払利息 57 64

固定資産除売却損 ※２ 10 ※２ 20

雑損失 20 32

営業外費用合計 88 117

経常利益 997 805

特別利益   

投資有価証券売却益 － 28

国庫補助金 99 －

特別利益合計 99 28

特別損失   

連結子会社周年記念費用 － 32

固定資産圧縮損 ※３ 95 －

特別損失合計 95 32

税金等調整前四半期純利益 1,001 801

法人税等 315 240

四半期純利益 685 561

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 685 561
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 685 561

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 80 563

繰延ヘッジ損益 △8 △4

退職給付に係る調整額 21 30

持分法適用会社に対する持分相当額 1 6

その他の包括利益合計 94 595

四半期包括利益 779 1,157

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 779 1,157

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（鉄道輸送用コンテナ売却の計上方法の変更）

　従来、経常的に発生する鉄道輸送用コンテナの処分益については、その純額を営業外収益に計上しておりまし

たが、当第３四半期連結会計期間より、スクラップ処分する一部を除き、固定資産である「コンテナ」から流動

資産の「商品」（四半期連結貸借対照表では「その他」に含まれる）に振り替えた後、販売金額を「売上高」

に、商品払出金額を「売上原価」に計上する方法に変更しました。

　この変更は、保有資産の有効活用により一層の企業価値向上に努める方針のもと、経年により輸送用としては

使用できなくなったコンテナを定置倉庫用等として本格的かつ計画的に販売することとし、2023年10月にコンテ

ナ販売体制、システムを構築し、取引実態をより適切に反映するために行ったものであります。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間および前連結会計年度については、遡及適用

後の四半期連結財務諸表および連結財務諸表となっております。この結果、前連結会計年度の四半期連結貸借対

照表において、「流動資産」の「その他」に表示していた12百万円を組替え、「受取手形、売掛金及び契約資

産」が同額増加しております。また、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書については、「営業外

収益」の「固定資産売却益」に含まれる28百万円を組替え、「売上高」が40百万円、「売上原価」が12百万円そ

れぞれ増加しております。なお、１株当たり情報に対する影響額および、会計方針の変更による遡及適用の累積

的影響額はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（表示方法の変更）

　当社の連結子会社である株式会社エネックスにおいて、従来、不動産賃貸収入および不動産賃貸費用について

は「営業外収益」および「営業外費用」に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間から「売上高」およ

び「売上原価」に計上する方法に変更いたしました。これは、本業である物流事業に加え、本業外の事業（営業

外損益）として運営してきた不動産事業について、本格的かつ計画的に事業運営を行うことで、さらなる企業価

値の向上を目指す認識のもと、事業の実態をより適切に表示するために表示方法の変更を行ったものです。

　この表示方法の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において組替えを

行っております。これにより前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書での「営業外収益」の「固定資

産賃貸料」23百万円、「営業外費用」の「固定資産賃貸費用」５百万円を組替えた結果、「売上高」が23百万円

および「売上原価」が５百万円増加しております。

　また、これに伴い、営業外損益に残る不動産賃貸収入および不動産賃貸費用は一部の連結子会社のものとな

り、金額が僅少となることから、第１四半期連結累計期間から「固定資産賃貸料」は営業外収益「雑収入」に、

「固定資産賃貸費用」は営業外費用「雑損失」に含めております。これにより前第３四半期連結累計期間の四半

期連結損益計算書（「固定資産賃貸料」17百万円、「固定資産賃貸費用」11百万円）では組替えを行っておりま

す。

 

（連結子会社における混油事故の状況）

　第２四半期連結会計期間において重要な後発事象として記載していた、連結子会社が惹起した荷卸し時の混油

事故に対する損害賠償については、現在、関係者と協議中であり、今後発生が見込まれる損害賠償が業績に与え

る影響額は、現在算定中であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約および貸出コミットメン

ト契約を締結しております。当座貸越契約および貸出コミットメントに係る借入未実行残高等は次のとおり

であります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

当座貸越極度額および貸出コミットメント

の総額
5,400百万円 5,400百万円

借入実行残高 130 130

差引額 5,270 5,270

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　タンク車、タンクローリー等の売却益であります。

 

※２　タンクローリー等の除売却損であります。

 

※３　固定資産圧縮損の内訳は次のとおりであります。

国庫補助金の受入により取得価額から直接控除した額

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

機械装置及び運搬具 0百万円 －

土地 54 －

その他 41 －

計 95 －

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

減価償却費 2,744百万円 2,713百万円
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（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日

定時株主総会
普通株式 132 40 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

2022年11月７日

取締役会
普通株式 132 40 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 165 50 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

2023年11月７日

取締役会
普通株式 165 50 2023年９月30日 2023年11月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 石油輸送
高圧ガス
輸送

化成品・
コンテナ
輸送

資産運用 計

売上高        

外部顧客への売上高 11,283 6,315 7,653 392 25,644 － 25,644

セグメント間の内部売

上高又は振替高
331 3 86 － 420 △420 －

計 11,614 6,318 7,739 392 26,065 △420 25,644

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
93 △68 548 226 799 － 799

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 石油輸送
高圧ガス
輸送

化成品・
コンテナ
輸送

資産運用 計

売上高        

外部顧客への売上高 11,684 6,347 6,897 454 25,384 － 25,384

セグメント間の内部売

上高又は振替高
370 3 84 － 458 △458 －

計 12,055 6,350 6,982 454 25,843 △458 25,384

セグメント利益又はセグ

メント損失（△）
287 △166 224 264 610 － 610

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、従来、経常的に発生する鉄道輸送用コンテナの処分

益については、その純額を「営業外収益」に計上しておりましたが、当第３四半期連結累計期間より、ス

クラップ処分する一部を除き、販売金額を「売上高」に、商品払出金額を「売上原価」に計上する方法に

変更しました。

　また「注記事項（追加情報）（表示方法の変更）」に記載のとおり、当社の連結子会社である株式会社

エネックスにおいて、従来、不動産賃貸収入および不動産賃貸費用については「営業外収益」および「営

業外費用」に計上しておりましたが、第１四半期連結累計期間より「売上高」および「売上原価」に計上

する方法に変更いたしました。

　これに伴い、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報についても組替えを行っています。当該変更

により、組替え前に比べて「化成品・コンテナ輸送セグメント」の売上高が40百万円、セグメント利益が

28百万円、「資産運用セグメント」の売上高が23百万円、セグメント利益が18百万円、それぞれ増加して

います。
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（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 石油輸送

高圧ガス
輸送

化成品・
コンテナ
輸送

資産運用 計

一時点で移転される

サービス
－ － 40 － 40 40

一定の期間にわたり

移転されるサービス
11,049 6,189 6,196 136 23,572 23,572

顧客との契約から生じ

る収益
11,049 6,189 6,237 136 23,613 23,613

その他の収益 233 126 1,416 255 2,031 2,031

外部顧客への売上高 11,283 6,315 7,653 392 25,644 25,644

 

当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 石油輸送

高圧ガス
輸送

化成品・
コンテナ
輸送

資産運用 計

一時点で移転される

サービス
－ － 41 76 118 118

一定の期間にわたり

移転されるサービス
11,450 6,327 5,428 125 23,330 23,330

顧客との契約から生じ

る収益
11,450 6,327 5,470 201 23,449 23,449

その他の収益 234 20 1,427 253 1,935 1,935

外部顧客への売上高 11,684 6,347 6,897 454 25,384 25,384

（注）「注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおり、従来、経常的に発生する鉄道輸送用コンテナの処

分益については、その純額を「営業外収益」に計上しておりましたが、当第３四半期連結累計期間よ

り、スクラップ処分する一部を除き、販売金額を「売上高」に計上する方法に変更しました。

また「注記事項（追加情報）（表示方法の変更）」に記載のとおり、当社の連結子会社である株式会

社エネックスにおいて、従来、不動産賃貸収入については「営業外収益」に計上しておりましたが、

当第１四半期連結累計期間より「売上高」に計上する方法に変更いたしました。

これに伴い、前第３四半期連結累計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報についても組

替えを行っています。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 207円13銭 169円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 685百万円 561百万円

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額 685百万円 561百万円

普通株式の期中平均株式数 3,307,771株 3,307,615株

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　第107期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当については、2023年11月７日開催の取締役会にお

いて、2023年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 165百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50円

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日　　　2023年11月27日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月９日

日本石油輸送株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　　出　　博　　男

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 椎　　名　　　　　弘

 

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本石油輸送株

式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年
12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す
なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本石油輸送株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要
な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手
続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される
年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 

EDINET提出書類

日本石油輸送株式会社(E04327)

四半期報告書

20/21



・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう
か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四
半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適
切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の
結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と
して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基
準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸
表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ
る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人
の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合
又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
 

 

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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